
学 習 プ リ ン ト

学 習 の 準 උ

学 習 の ポ イ ン ト

点 検 日 月 日

組 番 氏 名

１ ． 読 み 方 を 書 き な さ い 。

脅 か さ れ る 正 鵠 不 慮 全 う 大 往 生 脅 え る 対 概 念 網 羅

生 々 し い 便 宜 羨 望 揶 揄 軌 跡 顕 在 委 ね る 如 何 人 為

齟 齬 錯 誤 災 厄 促 す

２ ． 語 句 の 意 味 を 調 べ な さ い 。

正 鵠 を 射 る

不 慮
相 対

相 乗 効 果

手 に 余 る

便 宜
揶 揄

営 々
過 当

知 ら ぬ が 仏

言 を 俟 た な い

不 可 抗 力

齟 齬
錯 誤

１ ． 現 代 社 会 で 人 々 が 不 安 に 脅 え る が 理 由 を 理 解 す る 。

２ ． 日 本 は 世 界 中 で 最 も 不 安 か ら 解 放 さ れ て よ い 社 会 で あ る 理 由 を 理 解 す る 。

３ ． 自 動 車 に 対 し て 感 じ る 不 安 と 原 子 力 発 電 所 に 対 し て 感 じ る 不 安 の 違 い を 理 解 す る 。

４ ． 人 間 の 機 能 の 「 外 化 」 と は 何 か を 理 解 す る 。

５ ． 人 間 の 機 能 の 「 外 化 」 が 不 安 の 要 因 で あ る 理 由 を 理 解 す る 。

５ ． 持 つ べ き も の が 飽 和 し た 段 階 の 方 が よ り 不 安 に な る 理 由 を 理 解 す る 。

６ ． メ デ ィ ア が 現 代 社 会 の 価 値 観 を 強 制 的 に 誘 導 す る 方 法 を 理 解 す る 。

７ ． 情 報 の 過 多 が 人 々 を 不 安 に す る 理 由 を 理 解 す る 。

８ ． 溢 れ る 情 報 の 中 か ら 自 己 決 定 す る こ と が 人 々 を 不 安 に す る 理 由 を 理 解 す る 。

９ ． 人 工 物 の 特 徴 を 理 解 す る 。

． 人 工 物 が 増 加 す る こ と が 人 々 を 不 安 に す る 理 由 を 理 解 す る 。

． こ の 評 論 か ら 、 東 日 本 大 震 災 や 福 島 原 発 の 事 故 に つ い て 考 え る 。
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「 現 代 社 会 の ෆ 安 」 協 同 学 習 プ リ ン ト 第 一 段 མ （ １ � ４ ）
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【 】 課 題 の 意 味 を 考 え る 。 「 非 対 称 性 」 と は 「 不 一 致 、 違 い 」 と い う 意 味 で 、 「 何 に

よ る の か 」 と は 理 由 が 問 わ れ て い る 。 そ れ で は 、 指 示 語 「 こ の 間 」 と は 何 と 何 の 間 か 。

【 】 「 日 本 社 会 は 、 世 界 中 で 最 も そ う し た 不 安 や 脅 え か ら 解 放 さ れ て よ い 」 理 由 に つ

い て 、 「 日 本 社 会 」 は ど ん な 社 会 か 、 「 そ う し た 」 の 指 示 内 容 を 明 ら か に し て 、 説 明 せ

よ 。
・

【 】 「 し か し 」 、 現 実 に は 不 安 で あ る 。 そ れ は 不 安 （ 安 心 ） が 《

》 と 並 行 す る も の で な く 《 》 な も の で あ る か ら で あ る 。 例 と し て 挙

げ ら れ て い る 、 交 通 事 故 に 対 す る 不 安 と 原 子 力 発 電 所 に 対 す る 不 安 が 相 対 的 な も の で あ

る と は ど う い う こ と か 。

・
【 】 現 代 社 会 の 不 安 の 理 由 で あ る 「 相 対 的 な も の 」 の 言 い 換 え を ２ つ 抜 き 出 せ 。

１ ２ ０ 字 以 内 で 説 明 せ よ 。

交 通 事 故 と 原 発 事 故 の 例 を 参 考 に し て 、 現 代 社 会 の 不 安 の 非 対 称 性 が 相 対 的 で あ る こ と

を 述 べ 、 そ の 理 由 を ３ つ の 言 い 換 え を 組 み 込 ん で 説 明 す る 。

課 題 「 こ の 間 の 非 対 称 性 は 何 に よ る の か 」 に つ い て

課 題 「 こ の 間 の 非 対 称 性 は 何 に よ る の か 」 に つ い て
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５ ６ 現 代 社 会 の 構 造 特 性 の 一 つ が 「 外 化 」 で あ る が 、 【 】 「 外 化 」 の 定 義 は 。

（ 「 つ ま り 」 に 注 目 す る ） 【 】 ま た 、 ど ん な 例 が 挙 げ ら れ て い る か 、 ４ つ 書 け 。

７ 【 】 「 外 化 」 が 問 題 に な る の は ど ん な 時 に 、 不 安 を 生 み だ す 要 因 に な る の か 。

８ ９ 【 】 「 外 化 」 の 問 題 を 一 般 化 す る と 、 現 代 社 会 の 不 安 の 要 因 は 何 か 。 （ 「 つ

ま り 」 に 注 目 す る ） 【 】 そ れ を 一 言 で 言 え ば 。

９ 【 】 そ れ は 筆 者 の 子 供 の 頃 か ら あ る が 、 現 代 社 会 に 特 有 で あ る の は な ぜ か 。

【 】 外 化 が 現 代 社 会 の 不 安 に つ な が る 例 を ３ つ 挙 げ な さ い 。

課 題 「 外 化 が 、 現 代 社 会 の 不 安 に つ な が る 理 由 」 に つ い て 、 １ １ ０ 字 以 内 で 説 明 せ よ 。

「 外 化 」 を 定 義 し 、 問 題 点 を 説 明 し 、 一 般 化 す る 。

課 題 「 外 化 が 、 現 代 社 会 の 不 安 に つ な が る 理 由 」 に つ い て
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【 】 現 代 の メ デ ィ ア の 発 達 は 、 過 当 な 情 報 合 戦 を 生 み 出 す だ け で な く 、 ど ん な 問 題

を 発 生 さ せ る か 。

【 】 原 子 力 発 電 所 の 事 故 の 例 に お け る 、 メ デ ィ ア の 強 制 的 な 価 値 観 の 誘 導 を ２ 点 指

摘 せ よ 。

【 】 イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト で も 情 報 の 過 多 が 問 題 に な る が 、 知 っ た が ゆ え に

不 安 に な る の は な ぜ か 。

【 】 も ち ろ ん 、 イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト で は 自 己 選 択 す る た め に 充 分 な 情 報 の

提 供 が 不 可 欠 で あ る が 、 そ の 場 合 で さ え 起 こ る 、 患 者 が 自 己 決 定 し た と 思 い 込 む 危 険 性

の あ る 「 ご く 自 然 な 形 で の 『 強 制 』 」 と は 何 か 。

【 】 「 ご く 自 然 な 形 で の 『 強 制 』 」 は ど ん な 不 安 を 生 じ さ せ て い る か 。

【 】 情 報 過 多 の 中 で 、 強 制 的 な 誘 導 の 例 を １ つ 挙 げ よ 。

課 題 現 代 社 会 の 情 報 過 多 と 不 安 の 関 係 に つ い て 、 １ １ ０ 字 以 内 で 説 明 せ よ 。

課 題 「 情 報 の 過 多 が 、 現 代 社 会 の 不 安 に つ な が る 理 由 」 に つ い て
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課 題 「 人 工 物 の 増 加 が 、 現 代 社 会 の 不 安 に つ な が る 理 由 そ の 対 策 」 に つ い て

【 】 自 然 災 害 は 法 律 的 に は 《 》 で あ り 、 《

》 。 「 し か し 」 人 工 物 は 人 間 に 《 》 が あ り 、 「 つ ま り 」 《

》 。 「 し か し 」 人 工 物 に は 常 に 《 》 が

付 き ま と う 。 「 そ の 意 味 で 」 人 工 物 の 増 加 は 《

》 災 厄 が 増 え 続 け る こ と に な る 。

【 】 人 工 物 で あ る 、 遺 伝 子 組 み 換 え 食 品 が 不 安 で あ る の は な ぜ か 。

【 】 人 工 物 の 増 加 の 対 策 は 何 か 。
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? 【 】 現 代 社 会 を 不 安 に す る 人 工 物 の 例 を ３ つ 挙 げ よ 。

課 題 「 人 工 物 の 増 加 が 、 現 代 社 会 の 不 安 に つ な が る 理 由 そ の 対 策 」 に つ い て 、 ７ ０ 字 以

内 で 説 明 せ よ 。
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